
バイオ後続品（バイオシミラー）は、

先行バイオ医薬品の特許が切れた後に、他

の製薬会社から発売される薬で、先行バイ

オ医薬品と同等・同質の品質、安全性、有

効性を有する医薬品です。

一般的に先行バイオ医薬品よりも研究開発

に要する費用が低く抑えられることから、

先行バイオ医薬品に比べて薬価が安くなっ

ています。

先行バイオ医薬品

（先行品）

最初に開発・販売された

バイオ医薬品

特許が

切れた後に

発売

バイオ後続品

（バイオシミラー）

先行バイオ医薬品と

同等・同質の品質、安全性、有効性

薬価が安い！

バイオ医薬品は、バイオテクノロジーを応用して生産さ

れたタンパク質を有効成分とする医薬品です。

●バイオ医薬品とは

バイオテクノロジーでつくられる、体にやさしい薬です

バイオ医薬品は、化学合成によって製造される医薬品と比べて、遺伝子組

換え技術や細胞培養技術等の最先端技術を用いて開発されるため、膨大な

開発費用を要した結果一般的に薬価が高額であるものが多いですが、近

年、がんや難病の領域を中心に、それまでの科学合成品を中心とした薬物

療法等において有効な治療法のなかった疾患に対して、革新的な治療効果

をもたらすようになり、医療現場で広く使用されるようになっています。

●バイオ医薬品の基本知識

これまで治療が

難しかった病気に

新たな希望を

もたらします

●バイオ後続品（バイオシミラー）の使用促進

バイオ後続品の

使用促進

30%

削減

42 夏号

バイオ後続品（バイオシミラー）とは？バイオ後続品（バイオシミラー）とは？バイオ後続品（バイオシミラー）とは？

遺伝子　　　　細胞に導入　　　細胞を培養して　　　精製して

　　　　　　　　　　　　　　 タンパク質を生産
　　医薬品に

バイオ後続品を普及させることは、後発医薬品と同様、医療の質を保ちつつ医療保険

財政の改善に資する一方で、バイオ後続品はその特性や使用状況、開発状況や国民へ

の認知度等が後発医薬品とは異なるため、厚生労働省では、「バイオ後続品の使用促

進のための取組方針」を別途策定し、数値目標に向けた取組を進めています。
医療保険財政の

改善に貢献

安定供給

につなげる

医療の質を保つ

バイオシミラーは

原則として、特許が切れた

バイオ医薬品の

70％の値段になります。

先行バイオ

医薬品

バイオ後続品

（バイオシミラー） 患者・家族の経済的な負担

の軽減につながることが期

待されています。

文責：薬剤部
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令和７年度

入院結果の概要
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令和６年度 令和６年度令和７年度

大変満足 満足 どちらともいえない 不満 大変不満

令和７年度 34.4％ 52.3％ 10.8％ 1.5％ 1.0％

令和６年度 40.9％ 46.0％ 10.4％ 1.8％ 0.9％

調査結果の詳細は、QRコードからご確認ください。

調査結果を踏まえ、今後の病院運営に活かしてまいります。

ご協力ありがとうございました。

大変満足 満足 どちらともいえない 不満 大変不満

令和７年度 35.2％ 47.8％ 13.4％ 2.2％ 1.4％

令和６年度 32.1％ 47.0％ 14.5％ 3.9％ 2.5％

入院入院入院入院
◆調査期間　通年にわたり実施（紙形式、ウェブ形式）

◆強化週間　令和７年11月10日（月）～11月21日（金）＜土・日・祝は除く＞

◆調査対象　調査期間中に入院しているまたは入院していた患者さん

　　　　　　※HCU、5階東棟

 

























※アンケート記載が困難な患者さんは除く

◆調査方法　無記名方式で行いました。

　　　　　　・アンケートの案内ポスターにＱＲコードを掲載し、各診療科待合、再来受付機前、正面玄関付近に提示。

　　　　　　　ホームページにも掲載し、ウェブを利用した方法で実施いたしました。　

　　　　　　・紙での回答が出来るように正面玄関付近にアンケート記載台を設置いたしました。

　　　　　　・強化週間中は、退院時の患者さん及び患者さんのご家族へ病棟スタッフからアンケー ト用紙を配布し、各

　　　　　　　病棟（HCU、5階東棟を除く）に回収ボックスを設置して回収いたしました。

◆回答状況　回答数：219人（内訳：紙回答 163人、Web回答
56人）

■全体満足度
「満足以上（満足・大変満足）」の評価は86.7％で、前年度と比較し0.2％減少した 結果となった。

令和７年度 患者満足度調査結果

■性別
対象者の性別は「男性」50.7％、「女性」

46.1％であった。

■年齢
対象者の年齢は「70代」の方が28.8％と多く、次いで「80代 」の方が

25.1％であった。 

■受診科割合
受診科割合は「外科」が30.1％、「整形外科」が22.4％、「泌尿器科」が16.0％の 順に多かった。 

外来外来外来外来
◆調査期間　通年にわたり実施（紙形式、ウェブ形式）

◆強化週間　令和７年11月10日（月）～11月21日（金）＜土・日・祝は除く＞

◆調査対象　調査期間中に外来受診をした患者さん

　　　　　　※アンケート記載が困難な患者さんは除く

◆調査方法　無記名方式で行いました。

　　　　　　・アンケートの案内ポスターにＱＲコードを掲載し、各診療科待合、再来受付機前、正 面玄関付近にポスター

　　　　　　　を提示。ホームページにも掲載し、ウェブを利用した方法で実施いたしました。

　　　　　　・紙での回答が出来るように正面玄関付近にアンケート記載台を設置いたしました。

　　　　　　・強化週間中は、1階4番会計窓口到着後に外来患者さん及び患者さんご家族へアンケー ト用紙を配布・回収い

　　　　　　　たしました。ウェブを利用した方法で実施いたしました。

◆回答状況　回答数：429人（内訳：紙回答 409人、Web回答
20人）

外来結果の概要

■性別
対象者の性別は、「男性」37.2%「女性」

58.9％であった。

■年齢
対象者の年齢は、「70代」の方が23.5％で多く、次いで「60代」の方が

21.6％で あった。 


■受診科割合
受診科割合は、診療科で「外科」が14.8％、「内科」が14.4％、「泌尿器科」が8.4％の順に多かった。

■全体満足度
「満足以上（満足・大変満足）」の評価は83.0％で、前年度と比較し3.9％増加した結果となった。 



　

　　韓国肩肘学会は、肩関節・肘関節疾患の診療や研究を専門とするアジア有数の学会であり、世界各国から多くの整

　　形外科医が参加する国際学会です。

　　吉田医長は、日本肩関節学会（JSS）のトラベリングフェローとして2025年に韓国の主要医療機関18施設を訪問し、

　　肩関節外科に関する最新の知見や手術手技について学ぶとともに、2026年の韓国肩肘学会において研究発表及び招

　　待講演を行いました。

　　一般社団法人
肩関節学会が発行しているニュースレターのvol.25にトラベリングフェロー帰朝報告として、吉田医　

　　長の記事が掲載されていますので、是非ご覧ください。

　　「海外の医療機関や医師との交流を通じて、多くの学びを得ることができました。今後も患者さんにより良い医療

　　を提供できるよう研鑽を重ねてまいります。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―
吉田
勇樹
医師　　　

　\ガーデン/
\案内/

ボランティアボランティアボランティア募集のご案内

　　詳細は、ホームページをご確認ください。
皆様のご参加お待ちしています。

ホームページ
「ボランティア募集のお知らせ」

　　花壇の手入れや季節の花の植え付け、草取り・水や
　　りなどを通じて、当院の緑化活動にご協力いただき
　　ます。

　　来院された患者さんやご家族への院内案内、自動受




付機・精算機の操作補助、車椅子利用者の移動支援
　　などを行っていただきます。

○公立福生病院公式 Instagram
院内の様子や当院で働く職員の様子を発信しています。
よろしければ、フォローお願
いします。

　　公立福生病院では、地域の皆さまとともに、安心で温かい病院づくりを目指し、

〇ガーデンボランティア
〇案内ボランティア

　　のボランティア活動にご協力いただける方を募集しています。

ガーデンボランティア 案内ボランティア

　整形外科
医長
吉田
勇樹医師が、
　　2026
韓国肩肘学会（Korean
Shoulder
and
Elbow
Society：KSES）にInvited
Speakerとして、
　　参加しました。
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